
2021年度大会成績＆行事報告 

① 2021年 5月 14〜16日 東日本インカレ in宮城県 

北翔大学在籍の上杉（2年）に同行し東日本インカレに行ってきました。 

緊急事態宣言直前だったので、何とか無事に遠征出来ました。 

個人総合 上杉永遠 33位 

全日本インカレ出場権は取れませんでしたが、手応えを感じる事が出来ました。 

団体は国士舘大学が見事総合優勝しました‼️おめでとうございます。 

2種目とも素晴らしい演技で圧巻でした。 

国士舘大学の団体にはMEG卒業生の干上柚月（3年）が在籍し活躍してくれました。元コーチとして、とても嬉しい

結果でした。個人ではMEG卒業生の続あい梨（国士舘大学 1年）もチャンスを頂き、出場しました。 

コロナ禍の為、充分な練習が出来ていない大学が多く、全体的にミスが多いと感じました。 

日々の練習の積み重ねがいかに大切か痛感しました。 

大会中に西日本インカレは中止になったと聞き、今大会が開催できた事に本当に感謝です。 

毎日我慢して頑張っている方達の為にも、早くワクチン接種が全ての国民に行き渡る事を願っています。 

 

② 2021年 5月 21〜23日 第 19回全日本新体操ユースチャンピオンシップ in高崎アリーナ 

緊急事態宣言の中、完全防備にて遠征してきました。 

参加者 240名中 53名の大半がコロナの影響により不参加。出場出来たことに感謝です。 

村国は予選 38位で北海道としては久しぶりの決勝進出。本当にラッキーでした。 

結果は、村国野乃花 43.600点 33位・高木純菜 19.950点 84位 

二人とも完璧な演技ではなかったが、大きく伸びやかに踊ってくれて、よく頑張ったと思います。 

今回は上位の選手でさえもミスがあり、コロナ禍の影響は大きいと感じました。 

昨年から休業や自粛などなど繰り返す中で、選手たちのモチベーションは下がってきているし、 

指導者としても充分な時間と環境で指導が出来ないフラストレーションを感じています。 

選手達は将来のことも見据えた上で、新体操とどう向き合うか、どこまで本気でやるのか、葛藤しています。 

多分全国的に指導者は今までと違う環境下でどの様に頑張らせるか試行錯誤の日々と思います。 

負けないで頑張りましょう‼️早くワクチンが全国民に行き渡る事を願います。 

 

③ 2021年 7月 2日〜4日札幌市中学校体育大会 in野幌 

〔個人総合〕札幌市 

優勝 森下、2位北内、3位本庄、5位 馬渕 

石狩地区 2位出崎 

〔種目別(札幌)〕 

クラブ 優勝森下、2位本庄、3位北内 

リボン 優勝北内、2位森下、3位本庄 

〔団体競技〕 

優勝 八条中学校(中山・馬渕・本庄・山岸・西辻) 

MEG.RGからは 14名が全道大会に出場します。 

昨年度の中体連大会は残念ながら中止となってしまいましたが、今年は無観客という形で中体連を行う事ができま

した。 



久しぶりの予選大会で皆がいつも以上に緊張し、力を出し切れた選手もいれば悔しい思いをした選手もいます。これ

から状況が良くなり、今までと同じように沢山の大会に参加できることを願っています！ 

 

④ 2021年 7月 23〜24日 第 28回北海道新体操大会 in野幌総合運動公園体育館（無観客/Live配信） 

今日の段階でコロナ陽性者は出ていないので、大会は成功に終わりました。ひと安心です。 

MEGから個人 46名、団体 6チーム参加。 

大会成績は 

・団体 小中学生手具の部 

 優勝 Aチーム・4位 Cチーム・5位 Bチーム 

・団体 小中学生徒手の部 

 優勝 G2チーム 

・個人 小学 1種目の部 

 優勝 牛若・2位浦田・3位山村・6位島本 

・個人 小学 2種目の部 

 優勝 岩﨑・2位鶴間・3位小林 

・個人 中学 2種目の部 

 優勝 森下・6位北内 

・個人 高校一般 2種目の部 

 優勝 上杉 

 石井杯は各 2種目の部の最高得点者、岩﨑・森下・上杉に授与され、見事三冠達成‼️ 

 応援ありがとうございました。 

今年の北海道はとても暑く、会場には冷房設備が無いため、競技の合間に窓を開放して換気しながら行いました。 

選手達は班ごとに入館、練習、試合、退館とスムーズに出来たのが良かったが、他の選手の演技を生で見られない

事や、保護者が応援出来ない事はとても残念ではある。しかしながら試合が出来た事には感謝したい。 

また選手達のモチベーションも上がり、益々やる気になってくれたことにも喜びを感じる。 

これからも感謝の心を忘れずに日々を精一杯楽しみ頑張ろうと思う。 

 

⑤ 2021年 8月 4〜5日 北海道中学校体育大会新体操選手権大会 in野幌総合運動公園体育館（無観客） 

野幌の体育館はクーラーもなく、リボンの演技があるために窓も開けられず猛暑の中、行われました。 

選手達は汗だく、審判員も汗だく。 

こんなに暑い大会は 1989年の旭川で開催された全道中体連大会以来の様な気がします。 

審判もハンディファンとネックファン、汗拭きシートや冷えピタを活用しながら、長時間のジャッジをしました。 

結果は 

団体優勝 八条中学校 

個人優勝 北内・準優勝 森下・4位 出崎・5位 本庄 

8／18から八王子で行われる全国大会に団体 1チームと個人 2名が出場します。 

暑い中頑張ってきます。応援よろしくお願いします。 

 

⑥ 2021年 8月 11〜15日 第 21回全日本新体操クラブ団体選手権大会 in高崎アリーナ 

・ジュニア徒手団体 

G2チーム（9.75点 42位） 



・ジュニア手具団体 

Aチーム（19.20点 28位） 

Bチーム（11.40点 75位） 

3チームとも、今までの演技で最高の出来だった。素晴らしい。よく頑張ったと思います。 

選手達は 2年ぶりの全国大会という事で、かなりテンションも上がり道内の大会の時より元気に踊れました。 

特に G2 メンバーの小学 4年生は遠征に来て、学ぶことが沢山あり、シングルルームで 1人で寝る、食事も各部

屋で食べる、荷物の管理、身支度なども全て 1人でやる。 

親には甘えられない、普段とは違う環境で試合に来るという事はとても貴重な体験でした。 

この様な機会を与えてくれた事、理解して参加させてくれた事に感謝します。 

この後は、2週間コロナに感染していないことを願います。 

 

⑦ 2021年 8月 17〜19日 第 52回全国中学校新体操選手権大会 inエスフォルタアリーナ八王子 

2年ぶりの全国大会です。昨年は大会が中止になり、中学 3年生は泣く泣く引退しました。 

大会に出場出来なかった先輩方の熱い思いを胸に出場しました。 

練習会場で他の学校の団体や個人演技を見て、愕然としました。これがジュニアの演技なのか、、、と。 

ADやリスク、団体は連携の多さと動きの速さに驚きと焦り、そして北海道との温度差を感じました。 

この場に来てしまったら、今出来ることを精一杯やるしかない。 

選手達は精一杯練習してきたので、ミスなくやるだけです。 

結果は個人は 2人ともクラブでは落下ミス、リボンは不正確さなどで点数的には伸びなかった。 

団体はクラブ団体での成功経験を活かし、ミスなく頑張ってくれました。 

団体競技は 八条団体 17.30点 12位 

個人競技は 北内 19.55点 40位・森下 19.00点 42位でした。 

大会で学んだ事を次に活かせるように頑張ります。応援ありがとうございました。 

 

⑧ 2021年 8月 19〜22日 全国高等学校新体操選手権大会 in新潟東総合スポーツセンター 

クラブ団体、全国中体連と続きインターハイに行ってきました。 

個人で村国（北星高校在籍）が出場。高校生の演技を見ても、中体連で感じた温度差は同じで、いつの間にこん

な感じになったのかと思いました。海外選手の映像などは見ていても、国内の情報はなかなか感じ取る事が出来

なかった。指導者として猛省です。 

演技はフープでは落下が 1回、リボンでは 3回の落下と巻き付きがあり、半分も力を発揮出来なかった。公式練

習ではミスなく大きく踊れていただけに、本番で力を出せなかったのが残念でした。 

この悔しさは次に繋げて欲しいです。 

コロナ禍で十分な練習は、どのチームも同じく出来ていなかったと思う。技が青天井になった中、ミスなく演技する

ことは難しくなった。ルール改正後は本来の美しい新体操ができるのだろうか❓ 

アベリナ姉妹も本当は芸術性のある演技で踊りたかった。と言っている。 

今後の新体操がどうなっていくのか、新ルールに期待したい。 

 

⑨ 2021年 10月 9日〜10日中体連新人戦大会（野幌） 

10月に入り緊急事態宣言解除になった事により、中体連新人戦大会が開催されました。勿論、無観客試合です。 

団体は 八条中学校（山岸、西辻、荒川、木村、南）が優勝 

個人は 優勝 本庄・2位 西・4位 宮本・5位 渡辺・６位 山岸でした。 



9月は大切な大会も無くなり、とても辛く残念でしたが新人戦が開催されたので良かったです。 

応援ありがとうございました。 

 

⑩ 2021年 11月 5～7日 第 44回北海道ジュニア新体操選手権大会 in旭川総合体育館（無観客試合） 

無観客開催にもかかわらず、保護者の方々の協力のもと、現地集合現地解散で参加しました。 

MEGから 40名の参加のため、一つのホテルに泊まる事は困難で、密になるためです。 

本当に皆さん快諾してくれて感謝しています。 

成績は 

A クラス 優勝 森下・5位 馬渕・6位 出崎・7位 西 

B クラス 優勝 鶴間・2位岩﨑・4位 菅原（波）・9位 小林 

C クラス 優勝 浦田・2位牛若・3位阿部・4位 品田（結）5位 道端・6位 菅原（碧）・10位 猪又 

団体 準優勝 Aチーム 

応援ありがとうございました。 

 

⑪ 2021年 11月 12〜14日 第 39回全日本ジュニア新体操選手権大会 in高崎アリーナ（無観客試合） 

団体と個人 1名で出場してきました。 

団体は北海道での大会の反省を活かし、元気よく演技しました❗️ 

先ずは落下無しを出せた事が嬉しかった。 

細かい所は、移動や連係のタイミングなどで減点があったが、良く頑張ったと思う。 

目標の 20点を出す事が出来なかったが選手達も達成感を感じてくれた。 

個人の森下は初 4種目挑戦だったが、団体と個人を両立して頑張ってくれました。 

ボールとクラブで落下はあったものの、4種目よくまとめました。 

結果 

団体 Aチーム 18.30点 19位（森下、馬渕、中山、本庄、山岸） 

個人 森下璃子 43.40点 42位 

応援ありがとうございました。 

 

⑫ 2022年 2月 12～13日ライラックチャレンジ大会中止 

小学生は市民大会もライラックチャレンジ大会も無くなり、頑張った成果を発表する場がなくなり、意気銷沈。 

そこで、急遽 NPO クラシーバヤヂェーブチカと合同で大会を開催しました。 

学級閉鎖で参加出来ない選手もいましたが、参加者 68名で無事に大会を開催する事が出来ました。 

部内大会とは言え、各レベル優勝者にはメダル、コーチ賞にはトロフィー、そして全員に賞状を準備しました。 

大会結果は（各レベルの優勝者） 

徒手レベル 1 阿部帆夏 

徒手レベル 2 中村悠愛 

手具レベル 4 福田桜子 

手具レベル 5 島本莉緒.浦田瑚都 

手具レベル 6 小林杏 

手具レベル 8Jr. 出崎心路 

手具レベル 8Sr 上杉永遠 

チャンピオンの部 Jr.  鶴間環.本庄紅寧 



チャンピオンの部 Sr 中山絢惺 

徒手団体チャイルドの部：優勝 Fチーム（阿部、牛若、山村、福田） 

手具団体ジュニアの部：優勝 C 2チーム（岩﨑、鶴間、小林、浦田、島本） 

やはり、発表の場があるということは子ども達の士気も上がり、新たなる目標に向かう気持ちも湧き出ます。 

コロナを恨んでも仕方がないと思いつつ、モチベーションを維持させる事の苦労を感じています。 

保護者の方々には今大会に際して、ご理解とご協力をいただき本当に感謝申し上げます。 

コーチ陣もこれからも明るく楽しく元気よく頑張ります。 

 

 

⑬ 2022年 3月 20～21日 第 19回札幌 MEG.RG クラブ新体操発表会 in北海きたえーる 

今回はリトルマーメイドをテーマに発表会開催しました。 

練習では学級閉鎖などで、全員が集まることが出来ず完成度が心配でしたが当日は全員参加。 

4回に分けて発表会開催したので、保護者の皆様には 2名ずつ観覧していただくことが出来、本当に良かった

です。通常レッスンは見学不可の状態が続いている為、久しぶりにお子様の演技を見て、素晴らしい成長ぶりに

感動されたと思います。 

子ども達の本番のスイッチの入るタイミングとエネルギー放出の凄さに驚きも感じました。 

発表会ギリギリまでゴースにアイロン掛けをしてくれたお母様方、衣装の製作や装飾を頑張ってくれたお母様方、

設営や準備のお手伝いしてくれた保護者の皆様、本当にありがとうございました。 

皆様のご協力のおかげで本当に素晴らしい発表会になりました。 

感謝申し上げます。 

来年は第 20回になります。益々パワーアップして頑張ります。 

 

 

⑭ 2022年 3月 29～31日 第 11回 Happy Cup in東京オリンピックセンター 

桜が満開で美しかった。 

今回はシニア総合 2名、ジュニア総合 5名、ジュニア 1種目の部 5名の 12名で参加。 

Happy cupの参加は毎年増えて個人は 800名位、団体も 100チーム程の参加です。 

審判は長丁場のジャッジ。選手達や審判にとっては勉強の場でもあります。 

出来立てほやほやの演技で、どの様に評価されるのか不安で一杯でした。 

結果は 

・シニア個人総合 

 白瀬 25位 41.400点・上杉 25位 41.400点 

・ジュニア個人総合 

 岩﨑 25位（小学の部 4位）35.675点・鶴間 72位（小学の部 12位）32.470点・本庄 111位 30.090

点・渡辺 116位 29.890点・ 西 178位 25.040点 

・種目別個人フープ 

 山村 44位 10.800点・牛若 56位 8.950点・阿部 58位 8.850点 

・種目別個人クラブ 

 福田 51位 10.950点・遠藤 52位 10.850点 

・チャイルド徒手団体 

 8位 14.000点（遠藤、牛若、阿部、山村、福田） 



大会終了後はスカイツリーに登り高所を堪能し、お買い物も時間をたっぷり使い楽しみました。 

東京遠征を快諾し、応援してくれた保護者様に感謝しています。 

選手達はみんな頑張りました‼️遠征後も全員健康です。応援ありがとうございました。 

 


